


コース 分　野 日　　　時 場　　　　所

梅 木 晋 吾 古 味 怜 笹 山 明 伸 杉 本 光 土 屋 忠 士

土 居 康 男 野 並 大 志 堀 川 純 喜 山 下 雄 史

以上９名
稲 垣 貴 之 大 金 優 太 太 田 浩 平 沖 殿 佳 祐 木 下 桂

白 﨑 恭 子 高 町 昌 都 平 井 大 士 松 本 有 平 三 鍋 登 宏

以上10名
鈴 木 翔 山 本 俊 介 小 島 春 香 小田 紗歩里 劔 物 健 太

世木田 和也 副 島 美 和 蜂 谷 潤 原 田 暢 弥 廣 田 愛 実

舟 谷 亮 二 細 川 雅 代 前 田 将 吾

以上13名
荒 巻 朋 恵 伊 藤 寿 恵 岡 本 周 子 佐 藤 久 晃 松 井 一 貴

山 崎 涼 子 山 田 悠 人 米 津 直 人

以上８名
情報科学分野 白 川 洋 介 白山 裕美子 田 所 亮 寺 田 翔 太 德 永 勝 也

以上５名
青 木 翔 飯 田 祐 己 石ヶ休 正樹 岡 﨑 麻 紗 岡 田 真 実

川 上 寛 晃 川 上 嘉 英 高 于 涵 小 松 大 介 笹 倉 新 葉

高 山 遼 中村 慎二郎 森 髙 真 弥 山 内 智 介 横 山 宗 佑

以上15名
塩 原 幹 也 西 岡 雅 都 岡 﨑 紀 子 仮 谷 典 子 子 安 由 季

永 山 清 隆 南 貴 大 赤 壁 麻 依 南 田 美 佳

以上９名
岩 﨑 達 史 鵜 沼 昂 兒 玉 昌 憲 田 中 昭 雄 濵 田 一 平

堀 場 晃 平

以上６名
海底資源科学分野 深 瀬 裕 彬 保 坂 亮 太

以上２名
植物分類・地理学分野 和 食 敦 子

以上１名

物理科学分野

生物科学分野

応用化学分野

災害科学分野

植物分類・地理学
平成24年2月15日（水）
9時00分～17時00分

共通教育棟２号棟
２階２２１番教室

海洋生命・
分子工学分野

情報科学棟１階
共通講義室４

共通教育棟１号棟
２階１２７番教室

応用理学

災害科学
平成24年2月14日（火）
　9時00分～12時00分

理学部１号館１階
101学生実験室

海底資源科学
平成24年2月17日（金）
13時00分～18時00分

共通教育棟１号棟
２階１２７番教室

連携分野

海洋生命・
分子工学

平成24年２月13日（月）
9時00分～13時40分

メディアの森６階
メディアホール

応用化学
平成24年2月16日（木）
9時00分～15時05分

共通教育棟２号棟
１階２１２番教室

情報科学
平成24年2月14日（火）
13時10分～15時10分

平成23年度　総合人間自然科学研究科理学専攻（修士課程）修士論文発表会　日程

発　表　者

数学
平成24年2月10日（金）
9時00分～11時30分

メディアの森６階
メディアホール

数学分野

理学

生物科学
平成24年2月15日（水）
9時00分～17時00分

共通教育棟２号棟
２階２２１番教室

物理科学
平成24年2月14日 (火)
9時00分～14時45分

理学部２号館１階
共通講義室１

地球科学
地球科学分野平成24年2月17日（金）

13時00分～18時00分



論　文　題　目 頁

総合人間自然科学研究科理学専攻

理学コース（数学分野）

1 . 梅 木 晋 吾 非退化な錐体の強凸性 1

2 . 古 味 怜 ＭＣＭＣアルゴリズムとベイズ推定への応用 2

3 . 笹 山 明 伸 ２次元有理凸多角形の整数格子点列挙子 3

4 . 杉 本 光 プレッツェル絡み目におけるゲーリッツ不変量 4

5 . 土 屋 忠 士
第Ⅰ部　Ａｎ　Ｅｘｔremal　Ｄｏｕｂｌｙ　Ｅｖｅｎ　Ｓｅｌｆ－Ｄｕａｌ　Ｃｏｄｅ　ｏｆ　Ｌｅｎｇｔｈ　72について
第Ⅱ部　３次形式の解と係数の関係

5

6 . 土 居 康 男 有限群上のゼータ関数について 6

7 . 野 並 大 志 戸田のα元と高位コホモロジー作用素 7

8 . 堀 川 純 喜 ｎΞ±2　modmのひねりトーラス結び目T（m,n,r,s ）のｐ-coloring class 8

9 . 山 下 雄 史 分数階微分方程式の初期値問題 9

理学コース（物理科学分野）

10 . 稲 垣 貴 之 Co-NQRによる反転対称性欠損CeCoGe3の磁気秩序の圧力効果 10

11 . 大 金 優 太 CeRu2Al10の希釈効果 11

12 . 太 田 浩 平 NaTi2（PO4）3の新規固化プロセスの探索 12

13 . 沖 殿 佳 祐 高知大学方式
3
He GM 冷凍機の性能向上 13

14 . 木 下 桂 リン酸ニオブ系固溶体の合成と電気的特性 14

15 . 白 﨑 恭 子 ボソン‐フェルミオン混合系におけるボーズ・アインシュタイン凝縮 15

16 . 高 町 昌 都 二重ペロブスカイト酸化物LaKFeMoO6の合成方法による磁性の変化 16

17 . 平 井 大 士 CeRu2Al10のRuサイト置換効果 17

18 . 松 本 有 平 NASICON型・Sc2（WO4)3型のアルミニウムイオン伝導体の合成プロセスが電気的物性に及ぼす影響 18

19 . 三 鍋 登 宏 線形シグマ模型によるカイラル対称性の回復における部分的構造 19

理学コース（生物科学分野）

20 . 鈴 木 翔 pH緩衝剤による海産緑藻バロニアの細胞壁構造の維持 20

21 . 山 本 俊 介 アシロ目魚類の系統学的研究　とくにTetragondacninaeの類縁関係の再検討 21

22 . 小 島 春 香 サンゴ内共生褐虫藻と自由生活型褐虫藻の細胞表層微細構造の比較 22

23 . 小田 紗歩里 黄緑藻フシナシミドロの細胞壁の力学的性質と透過性に関する研究 23

24 . 劔 物 健 太 日本産タナバタメギス属魚類の分類学的研究 24

25 . 世木田 和也 里地里山の小規模草地が草原生植物の保全に果たす役割 25

26 . 副 島 美 和 多核緑藻ホソバロニアのレンズ状細胞の形成位置を決定する要因 26

27 . 蜂 谷 潤 海洋深層水排水を利用したアワビ生産とクロメ場育成 27

28 . 原 田 暢 弥 短期の温度ストレスに対するハナヤサイサンゴ（Pocillopora damicornis ）の細胞微細構造変化 28

29 . 廣 田 愛 実 ネズッポ亜目魚類における側線系とその神経支配 29

30 . 舟 谷 亮 二 繊毛虫コルポーダの脱シスト：シスト壁は能動的な脱シスト液胞の膨張によって破壊される 30

31 . 細 川 雅 代 湿地生絶滅危惧植物マルバノサワトウガラシの生態学的特性-アゼナ、キカシグサとの比較研究- 31

32 . 前 田 将 吾 短期の温度ストレスに対するクシハダミドリイシ（Acropora hyacinthus ）の細胞微細構造変化 32

理学コース（地球科学分野）

33 . 荒 巻 朋 恵 土佐湾における懸濁態有機物と炭素・窒素同位体比の季節変動 33

34 . 伊 藤 寿 恵 鮮新統穴内層産Ｇｌｙcymeris属Ｖｅｌetuceta亜属種群の分類学的検討 34

35 . 岡 本 周 子 東南極リュツォ・ホルム湾沖における最終氷期以降の生物生産量変動 35

36 . 佐 藤 久 晃 マンガンクラストの主要構成元素（Ｆｅ，Ｍｎ）の鉱物・化学形態と含有有用金属元素（Ｃｏ）の濃集 36

37 . 松 井 一 貴 斜長石のカソードルミネッセンス像に記録されたマグマ溜りプロセス‐小豆島・田ノ浦複合岩体の例‐ 37

38 . 山 崎 涼 子 東部南海トラフ海域におけるメタンハイドレート・コアの堆積層解析 38

39 . 山 田 悠 人 二枚貝殻の酸素同位体比分析による水温年較差の推定：鮮新世穴内層の例 39

40 . 米 津 直 人 天皇海山列北部から採取された海洋コアの古海洋学的研究 40

目　　　　　次

氏　　名



論　文　題　目 頁

総合人間自然科学研究科理学専攻

目　　　　　次

氏　　名

応用理学コース（情報科学分野）

41 . 白 川 洋 介 辺彩色完全グラフの２頂点の次数和を指定した異色全域木 41

42 . 白山 裕美子 複数のプレゼンテーション・リハーサル結果を比較検討するためのデータ閲覧方法 42

43 . 田 所 亮 学習活動促進のための学習目標アウェアネスを提示するウェブ調べ学習環境の構築 43

44 . 寺 田 翔 太 VLSIとＳｉＰレイアウト設計における自動配置配線の研究 44

45 . 德 永 勝 也 プレゼンテーション・リハーサルにおけるレビュアの指摘を収集・整理・検討するための議論支援システム 45

応用理学コース（応用化学分野）

46 . 青 木 翔 各種非水溶媒－水混合溶媒における有機ハロゲン化物のソルボリシス反応に及ぼす塩効果 46

47 . 飯 田 祐 己 水蒸気法によるセルロースの加水分解 47

48 . 石ヶ休 正樹 トリスチオラトコバルト（Ⅲ）錯体を用いた硫黄架橋多核錯体の合成と立体化学 48

49 . 岡 﨑 麻 紗 異性体を有するモノチオラトコバルト（Ⅲ）錯体を用いた硫黄架橋多核錯体の合成と立体化学 49

50 . 岡 田 真 実 貴金属微粒子とスルホ基を持つ二元機能触媒の調製とその触媒特性 50

51 . 川 上 寛 晃 酸塩基指示薬を用いた天然水中における炭酸系成分分析法の開発 51

52 . 川 上 嘉 英 Wittig反応におけるE-Z選択性発現機構の解明 52

53 . 高 于 涵 Saccharization of carrageenan by hydrothermal method 53

54 . 小 松 大 介 サレン配位子を有する金属錯体の電気化学的酸化還元反応に関する研究 54

55 . 笹 倉 新 葉 新規有機不斉触媒反応の開発とそれを基盤とする光学活性天然物の合成研究 55

56 . 高 山 遼 糖類の加水分解及び脱水反応に及ぼす金属イオンの効果 56

57 . 中村 慎二郎 スルホ基を有する新規炭素系触媒の開発 57

58 . 森 髙 真 弥 DMAP関連有機触媒を用いるMichael付加反応の研究 58

59 . 山 内 智 介 チオ尿素系有機不斉触媒／高圧反応を利用する不斉Diels―Alder反応の研究 59

60 . 横 山 宗 佑 新規ポリオキソメタレート錯体の合成および電気化学的酸化還元挙動の解析 60

応用理学コース（海洋生命・分子工学分野）

61 . 塩 原 幹 也 出芽ホヤの加齢関連遺伝子群と遺伝子再活性化機構の探索 61

62 . 西 岡 雅 都 カタユウレイボヤにおける遺伝子機能阻害法の開発 62

63 . 岡 﨑 紀 子 テトラヒメナ（Ｔｅｔｒａｈｙｍｅｎａ　ｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ ）のアルギニンキナーゼはミリストイル化によって繊毛膜に結合する 63

64 . 仮 谷 典 子 転位反応を用いた１，２－ジアミノ骨格の合成 64

65 . 子 安 由 季 パラジウム化合物を用いたエンイン化合物の新規反応系の開発 65

66 . 永 山 清 隆 9-ヒドロキシ-１-フェナレノン由来窒素化合物を配位子とする金属錯体の合成およびその応用 66

67 . 南 貴 大 無保護糖を用いたウレアグリコシドの合成研究 67

68 . 赤 壁 麻 依 海洋性渦鞭毛藻Ａｍｐｈｉｄｉｎｉｕｍ　ｓｐ．から新規マクロリドＩｒｉomoteolide-13aの構造 68

69 . 南 田 美 佳 海洋産Ａｍｐｈｉｄｉｎｉｕｍ属渦鞭毛藻からの新規ポリケチドの構造研究 69

応用理学コース（災害科学分野）

70 . 岩 﨑 達 史 移動マイクロバーストのスケーリング則の構築 70

71 . 鵜 沼 昂 四国における停滞性線状降水帯の発生環境場に関する研究 71

72 . 兒 玉 昌 憲 土佐湾蟹ヶ池における津波堆積物の分布様式 72

73 . 田 中 昭 雄 秩父累帯北帯の付加体地すべり発生を規制する因子～高知県いの町打木地すべりの例～ 73

74 . 濵 田 一 平 スーパーセル模擬装置で再現された多重竜巻の構造 74

75 . 堀 場 晃 平 台風に伴って発生する竜巻の環境パラメータ 75

連携分野（海底資源科学分野）

76 . 深 瀬 裕 彬 南海トラフ前弧斜面の掘削孔で検出された高濃度メタンハイドレートの含有率推定 76

77 . 保 坂 亮 太 スラブプルフォースの詳細なモデルを用いたプレートの絶対運動の計算 77

連携分野（植物分類・地理学分野）

78 . 和 食 敦 子 西日本に生育する二倍体タンポポの形態および遺伝的変異性の解析 78

















n ≡ ±2 mod mのひねりトーラス結び目T (m,n, r, s)の p-coloring class

理学コース 数学分野 堀川 純喜

p-colorability, p-coloring classというものは結び目の不変量となり, 結び目の分類に役立つ.

n ≡ ±1 mod mのひねりトーラス結び目の p-coloring classは [1]によって分かっているので,

n ≡ ±2 mod mのひねりトーラス結び目の p-coloring classを調べた.

pを3以上の素数, KをS3内の結び目, D(K)をS2内のKの正則射影図, S (K) =

{s1, s2, · · · , sl : D (K)の弧 }とする. s1, · · · , sl ∈ S (K)に対して, c1, · · · , cl ∈ Zp

をそれぞれ対応させ, D (K)の各交点に対して, ci + cj − 2ck ≡ 0 mod pを満たす
とき, c1, · · · , clを p-coloringといい, K は p-coloringをもつという. ただし, 右図
のように ckが交点の上を通る弧, ci, cjが交点の下を通る弧に対応する. p-coloring

c1, · · · , clに対して, ci 6≡ cj mod pを満たす 1 ≤ i, j ≤ lが存在するとき c1, · · · , cl

は非自明であるという. Kが非自明な p-coloringをもつとき, Kは p-colorableであるという. 2

つの p-coloring c1, · · · , clと d1, · · · , dlが, 1 ≤ i, j ≤ lに対して, ci ≡ cj mod pである必要十分
条件が di ≡ dj mod pであるとき, c1, · · · , clと d1, · · · , dlは同じ p-coloring classであるという.

m, rを自然数, nを0でない整数, sを整数
とする. ただし, mと nは互いに素, r ≤ m

とする. S3内の I3内で右上図のようなm

本の弧を σm,r, σ
−1
m,r とする. σ±1

m,r を k個縦
につなげた弧に対して, 右下図のようにし
て得られる結び目を cl

(
σ±k

m,r

)
とする.

cl
(
σn

m,mσrs
m,r

)
によって得られる結び目を

ひねりトーラス結び目といい, T (m,n, r, s)

と表す.

定理 ([1]). n ≡ ±1 mod mのひねりトー
ラス結び目T (m,n, r, s)がp-colorableであ
るとき, T (m,n, r, s)は非自明な p-coloring

classをただ 1つもつ.

主定理 . n ≡ ±2 mod mのひねりトーラス
結び目T (m,n, r, s)がp-colorableであると
き, T (m, n, r, s)は非自明なp-coloring class

をただ 1つもつ.

参考文献
[1] M. DeLong, M. Russell, J. Schrock, Colorability and Determinants of T (m,n,r,s) Twisted

Torus Konts for n ≡ ±1 (mod m), pre-print, (2008).
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